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発展に向けた土台づくりに邁進

代表取締役社長

当期のわが国経済は緩やかな景気拡大基調が継続しまし
た。また、世界経済も米国、欧州およびアジア経済圏で比
較的堅調に推移しました。
当社におきましては、機能製品事業の機能樹脂や炭素製

品、化学製品事業の農薬、樹脂製品事業の「NEWクレラッ
プ」などが堅調に推移したことから、売上収益は前期比
11.4％増の1,473億29百万円、営業利益は同40.2％増の
129億73百万円、税引前利益は同41.2％増の126億83百
万円、親会社の所有者に帰属する当期利益は同38.5％増の
96億97百万円となりました。
期末配当金は、中間配当金に比べて1株当たり15円の増

配となる1株当たり70円とさせていただきました。

“将来のクレハの発展に向けた土台づくりの期間”として位
置付けた中期経営計画「Kureha’s Challenge 2018」（以
下、中計）の2年目となった当期は、環境変化に対応した事
業ポートフォリオの変革と企業文化の変革を推進し、中計で
掲げた“製品差別化”と“新事業創出”の実現、ならびに2019
年3月期定量目標（営業利益140億円）の達成に向けた確
かな道筋をつけるべく、全社一丸となって取り組みました。
その結果、今後の成長の原動力となる機能製品事業にお
いては、炭素製品分野での採算改善による黒字化、機能樹
脂分野での売上拡大による営業利益の増加など、着実に収
益基盤の強化が進みました。一方、シェールオイル・ガス掘
削用途のPGA（ポリグリコール酸）樹脂および加工品（以下、
PGA）は、期初に掲げた計画には及ばなかったものの、期
後半には米国子会社による販売が立ち上がるなど前期を上

回る売上げとなり、今後の事業拡大に向けたシナリオを描く
ことができました。また、農薬の収益拡大や「NEWクレラッ
プ」の高い品質に見合った価格での販売継続など、既存事
業においても品質とコストの差別化を徹底し、競争力・収益
力の向上を図ることができました。
さらに、将来の当社の成長を担う新しい事業の創出を目指

した開発活動は、当社が得意とする技術を生かしつつ、さま
ざまな企業・大学・団体とのコラボレーションによって深化
し、一部のテーマについては次の開発ステージに進めること
ができました。

2019年3月期において、売上収益は前期比1.8％増の
1,500億円、営業利益は同7.9％増の140億円、税引前利
益は同10.4％増の140億円、親会社の所有者に帰属する当
期利益は同8.3％増の105億円と、前期比で増収・増益を
予想しています。営業利益の140億円は中計策定時におけ
る目標値と同額であり、定量面でのステークホルダーの皆様
へのコミットメント（約束）を果たすことに強いこだわりを持っ
て、この業績予想を確実に達成してまいります。
とりわけ、今後のコア事業となるPGA事業の収益基盤を
確立することが最重要課題と捉え、米国での評価・拡販を
進めてまいります。また、製造部門や間接部門での生産性
向上を含め、経営基盤のさらなる強化を図るべく、“改革”と
“革新”のアクションを重ねていくとともに、新事業創出におけ
る新たなコラボレーションなど、将来の発展に向けたさまざ
まな取組みを一段と加速・充実させてまいります。
当社は、これからも、「技術立社」企業としての存在感を
高め、新たな価値を創出し社会に貢献し続ける高付加価値
型企業となることを目指してまいります。

当期の概況について

中期経営計画
  「Kureha’s Challenge 2018」の進捗状況

2019年3月期の業績予想と今後の取り組み

機能製品事業

化学製品事業

樹脂製品事業

建設関連事業とその他関連事業

リチウムイオン二次電池用バインダー用途向けのフッ化ビニリ
デン樹脂、PPS樹脂、シェールオイル・ガス掘削用途向けのPGA
（ポリグリコール酸）樹脂および加工品の売上げが増加し、この
分野での売上げ、営業利益はともに増加しました。

機能樹脂分野

慢性腎不全用剤「クレメジン」等の医薬品の売上げは減少しま
したが、農業・園芸用殺菌剤の売上げが増加し、この分野での
売上げ、営業利益はともに増加しました。

医薬・農薬分野

家庭用ラップ「NEWクレラップ」、フッ化ビニリデン釣糸「シー
ガー」の売上げが増加し、この分野での売上げ、営業利益はとも
に増加しました。

コンシューマー・グッズ分野

民間工事および公共工事で建築工事が増加し、売上げ、営業
利益はともに増加しました。エンジニアリング事業では、営業利
益は減少しました。

建設関連

売上げが増加し、前期の営業損失から営業利益となりました。

炭素製品分野

無機薬品類および有機薬品類の売上げが増加し、この分野で
の売上げ、営業利益はともに増加しました。

工業薬品分野

熱収縮多層フィルム等の売上げが増加し、この分野での売上
げ、営業利益はともに増加しました。

業務用食品包装材分野

環境事業では、産業廃棄物処理等の増加により、売上げ、営業
利益はともに増加しました。運送事業では、売上げは減少しまし
たが、コスト削減により営業利益は増加しました。病院事業で
は、売上げは前期並みでしたが、営業損失は増加しました。

その他関連

炭素繊維成形品（断熱材）

PGA加工品（分解性フラックプラグ）

慢性腎不全用剤「クレメジン」

家庭用ラップ「NEWクレラップ」

熱収縮多層フィルム

建設関連事業（クレハ錦建設）

第105回 定時株主総会決議ご通知
代表取締役社長　小林 豊

2018年６月26日
東京都中央区日本橋浜町3-3-2

拝啓　平素は、格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、６月26日開催の第105回定時株主総会において、下記のとおり報告ならびに決議されましたので、ご通知
申しあげます。

敬　具
記

報告事項 1.   第105期（2017年４月１日から2018年３月31日まで）事業報告、連結計算書類ならびに
 会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
2.  第105期（2017年４月１日から2018年３月31日まで）計算書類報告の件

決議事項 第１号議案	取締役5名選任の件
本件は、原案のとおり承認可決され、小林 豊、野田 義夫、佐藤 通浩、戸坂 修、尾越 忠夫の5名が再選、
重任いたしました。
第２号議案	取締役に対する賞与支給の件
本件は、原案のとおり承認可決され、当期の業績等を勘案し、業績連動賞与として、当期末の取締役3名

（社外取締役を除く）に対し、総額37,000千円の役員賞与を支給します。

売上収益 416.4億円

売上収益 261.8億円
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ごあいさつ
株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼

申しあげます。
当社第105期期末（2017年4月1日から2018年3月31日 

まで）の「クレハ レポート」をお届けします。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜り

ますようお願い申しあげます。
2018年6月
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環境規制の強化を背景に、需要の増加が見込まれる電気
自動車やハイブリッド自動車。その動力源となるリチウムイオ
ン二次電池のバインダーには当社のフッ化ビニリデン樹脂
「KFポリマー」が、また、小型・軽量化を目的に各種部品には
PPS樹脂「フォートロンKPS」が使用されています。自動車産
業を支えるこれらの樹脂は、海外にも生産拠点を持ち、グ
ローバルに展開を進め
ていますが、更なる需
要拡大に対応するため
に、いわき事業所の生
産設備を増強いたしま
す。

生産設備増強～いわき事業所
フッ化ビニリデン樹脂・PPS樹脂

いわき事業所　PPS樹脂プラント

⃝KFポリマー
増強規模 2,000トン／年
投 資 額 47億円
稼働時期 2018年秋

⃝フォートロンKPS
増強規模 5,000トン／年
投 資 額 100億円
稼働時期 2021年2月

環境事業（クレハ環境）

「ダストマン どこでもスタンド」はキッチンのシン
クにそのまま置いて使用する自立型水切りゴミ袋
です。底部に抗菌・防臭効果のある成分を配合した
不織布を使用しているので、雑菌の増殖や悪臭の
発生を抑え、清潔で快適なキッチンライフをサポー
トします。

キチントさん
「ダストマン どこでもスタンド」

ポンッ ！ と広げて置くだけ、 
小さなゴミもしっかりキャッチ

新製品

農業・園芸用殺菌剤「メトコナゾール」
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